
 
 
 

ニュース 
 

病
気
の
時
こ
そ

安
心
で
き
る
制
度
を

「憲法９条を守る岡山北部共同センター」のとりくみ 
「有事法制に反対する三軒屋弾薬庫周辺住民の会」は、第３回総会（４月16日津島
会館）を行い、「海外で戦争する国」づくりをねらう憲法改悪を許さぬ世論を広げる
ために、見出しのように岡北・京山・香和中学校区の共同センターを示す名称に改
め活動することになりました。なお、総会では岡大名誉教授・岩間一雄先生の講演
「２１世紀に輝く憲法９条」で学習を深めました。また、５月９日、マルナカ中井
町店周辺で街頭宣伝・署名活動にとりくみました。 

合
併
し
て
も

よ
く
な
ら
な
い
？

赤
磐
市
で
は

全
市
で
無
料
化

就
学
前
ま
で

早
く
無
料
化
を

４月１日、岡山空襲平和資料館が岡山市
勤労者福祉センター（春日町５－６）内に
開館しました。旧出石小学校にあった岡山
空襲出石資料館（いずしかん）が移転・再
発足したもので指定管理者制度をＮＰＯ
が活用した最初の例です。 
ＮＰＯ法人 平和推進岡山市民協議会

のボランティアが交代で管理されていて、
運営に加わってくれる方を募っています。
館内は空襲で焼けた遺品、戦前・戦中の

国民生活や軍隊に関する資料など、写
真４０点、資料１９０点以上が展示さ
れています。 
戦争を経験しない世代が増えてきて

いる今、多くの人に訪れて欲しい場所
です。 
 
開館時間１０～１７時。 
入場無料。 
月・木・祝日休館 
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子
育
て
の
一
番
の
願
い
は
病
気

に
な
っ
て
も
安
心
し
て
、
治
療
に

専
念
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
旧
岡
山
市
は
無
料
化
の

年
齢
が
県
で
最
下
位
で
す
が
、
御

津
町
、
灘
崎
町
と
合
併
す
る
と
き

の
約
束
は
「
御
津
町
に
あ
わ
せ
る

こ
と
を
目
標
に
す
る
」
で
し
た
。

岡
山
市
で
も
地
域
や
生
ま
れ
た
時

期
で
格
差
を
つ
け
る
の
で
な
く
、
早

く
御
津
に
あ
わ
せ
て
全
市
で
就
学
前

ま
で
医
療
費
を
無
料
化
し
て
欲
し
い

も
の
で
す
。
そ
れ
は
七
億
円
の
費
用

が
あ
れ
ば
で
き
る
の
で
す
。 

今後のスケジュール 

５月 

１６日（月）１７日（火）  臨時市議会 

21日（土）  ＤＶ防止サポートシステムをつなぐ会総会

２２日（日） 人権連１周年 

２６日（木） 民主団体懇談会 

２８日（土） 駅周辺・再開発タウンウオッチング 

 ６月 

    ３日（金）  「義務教育無償化」教育集会

    ９日（木）  6月議会本会議 

    14日（火）～１７日（金）  個人質問 

    １９日（日）  福田英子、碑移転除幕式 

    ２０日（月）  個人質問 

    ２４日（金）  ６月議会閉会 

    ２９日（水）  岡山市空襲戦災記念日 

 

と
こ
ろ
が
三
月
二
十
二
日
以
後

に
産
ま
れ
た
子
ど
も
と
合
併
以
後

に
御
津
、
灘
崎
に
転
居
し
た
子
ど

も
に
つ
い
て
は
、
旧
岡
山
市
の
制

度
に
合
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

た
こ
と
が
、
合
併
し
て
か
ら
分
か

っ
た
の
で
す
。
同
じ
地
域
に
住
ん

で
い
て
も
合
併
前
か
ら
住
ん
で
い

た
人
と
そ
う
で
な
い
人
で
格
差
が

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。 

お
隣
の
赤
磐
市
で
は
合
併
後
は

進
ん
で
い
る
吉
井
町
、
赤
坂
町
に

あ
わ
せ
て
全
市
が
就
学
前
ま
で
無

料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

資
料
館
の
展
示
の
一
部 

岡山市空襲平和資料館が開館 



いなば泰子市会議員のホームページ http://www.joy.hi-ho.ne.jp/inaba129m/ 
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こ
と
や
、
岡
山
空
襲
の
真
っ
赤

な
空
を
総
社
で
見
て
、
歩
い
て

た
ど
り
着
い
た
焼
け
跡
の
悲

惨
さ
な
ど
の
体
験
か
ら
「
再
び

戦
争
で
子
ど
も
の
未
来
を
閉

ざ
さ
ぬ
よ
う
憲
法
九
条
を
み

ん
な
で
守
り
ま
し
ょ
う
、
政
治

に
私
た
ち
の
声
を
届
け
よ
う
」

と
語
り
か
け
、
参
加
者
が
次
々

に
立
っ
て
発
言
し
ま
し
た
。

元
教
師
の
女
性
は
「
戦
時
中

〝
滅
私
奉
公
〟
を
疑
わ
ず
、
知

ら
ぬ
う
ち
に
戦
争
に
加
担
し

た
。
日
本
の
宝
、
憲
法
九
条
は

命
を
か
け
て
守
り
た
い
」
と
。

父
が
上
級
軍
人
の
年
配
男

性
は｢

権
力
者
は
上
手
に
逃
げ

戦
争
で
死
ぬ
の
は
何
時
も
普

通
の
人
び
と
。
侵
略
戦
争
の
反

省
を
言
い
な
が
ら
、
靖
国
神
社

へ
集
団
参
拝
す
る
議
員
や
党

に
投
票
し
な
い
こ
と
だ｣

。 

青
年
の
一
人
は
「
中
国
の
反

日
感
情
を
煽
り
、
軍
隊
の
必
要

を
言
お
う
と
し
て
い
る
よ
う
。

外
交
努
力
で
平
和
を
守
る
の

が
日
本
の
方
向
」
な
ど
と
。

  

こんな教科書で、 

どんな子どもに育つ？ 

◆◇文部省検定合格という 

扶桑社の「新しい歴史教科

書」と、Ｔ社の新しい社会・

歴史とを比較してみた。 

天皇の記述はページ数（Ｂ５版）で、前

者が約 11 ページ、後者は約２ページと大

差あり。内容で明治憲法の記述を例にする

と、前者は天皇から総理大臣に授けられ、

統治権は天皇にあるが政治的責任を負わ

ないなど矛盾しており、市民は祝賀一色で

受け入れたと。後者は、君主権の強いドイ

ツ憲法を手本に天皇が国民に与え、二院制

のもとで選挙権が与えられたのは総人

口の１.１％と客観的に記述している。

◆◇日本の現代史に限定しても、前者は、

朝鮮植民地化の大きな動機が日本の安全

保障と白人帝国ロシアとの戦いであった

とか、対米英戦も日本の自存自衛とアジ

ア解放を目的とした戦いだった、など。 

アジアの国々と共存が大切な時代に、

子どもたちの素直な発達の芽を摘んでし

まう歴史教育をすすめる教科書は必要で

ない。いや、有害ではないでしょうか。 
（津島・一市民） 

 

 

 
呼
び
か
け
人
の
有
森
茂
夫

さ
ん
（
子
育
て
教
育
相
談
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
相
談
員
）
が
「
九
条

の
会
」
設
立
の
主
旨
を
説
明

し
、
岡
北
中
学
一
期
生
の
頃

『
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な

し
』(

文
部
省
発
行)

を
学
ん
だ

感
動
と
九
条
に
か
け
る
思
い

を
話
し
ま
し
た
。 

講
師
の
岡
山
県
婦
人
協
議

会
会
長
・
水
野
三
重
子
さ
ん

は
、
東
京
の
学
生
時
代
に
雨

中
の
学
徒
出
陣
を
見
送
っ
た 

稲
葉
市
会
議
員
は
、
「
日
本

共
産
党
は
戦
前
か
ら
命
が
け

で
戦
争
に
反
対
し
て
き
た
。
皆

さ
ん
と
と
も
に
憲
法
九
条
を

守
っ
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
、
会
か
ら
①
話
し

合
い
を
広
げ
る
。
②
ビ
ラ
配
布

の
協
力
。
③
活
動
へ
カ
ン
パ
の

要
請
、
が
あ
り
ま
し
た
。(

連
絡

先
・
２
２
３
‐
０
９
４
９
、
武
本
宅)

▼
お
も
し
ろ
い
で
す
。
つ
づ
い
た
ら
、
だ
ん
だ
ん

上
手
に
な
り
ま
す
（
26
歳
・
女)

。
▼
日
本
語
を
勉

強
す
る
の
が
好
き
で
す
（
54
歳
・
男)

。
▼
日
本
語

は
難
し
い
。
ど
う
し
て
も
毎
日
、
中
国
語
の
テ
レ

ビ
を
見
て
し
ま
い
ま
す
（
69
歳
・
男
）。
▼
日
本
語

教
室
は
楽
し
い
で
す
。
日
本
語
の
勉
強
が
ん
ば
り

ま
す
（
60
歳
・
女)

。 

  

▼
日
本
語
は
難
し
い
。
で
も
、
少
し
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
が
ん
ば
り
ま
す
（
47
歳
・
男)

。 

 

「
日
本
語
教
室
」
は
岡
山
「
支
え
る
会
」
が
中

心
に
な
っ
て
、
中
国
帰
国
者
に
日
本
語
を
教
え
て

い
ま
す
。
い
ま
、
十
五
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
稲

葉
市
議
も
参
加
）
が
、
毎
週
四
回
、
東
岡
山
と
高

島
で
教
室
を
開
き
、
数
十
人
の
帰
国
者
の
方
々
が

熱
心
に
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

四
月
二
十
三
日
、
北
公
民
館
で｢

憲
法
九
条
を
語
る
岡
北
の
つ
ど
い｣

が
開
か
れ
、
四
十
五
人
が

参
加
し
て
語
り
合
い
、「
岡
北
地
区
九
条
の
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。 

岡山市の水道が通水されて 100

年を迎え、7月23日（土）に岡

山市水道記念式典が岡山シンフ

ォニーホールで行なわれます。

それに先立って、御野浄水場に

ある水道記念館がリニューアル

オープンしました。（写真） 


